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☆２０２０年 いつまで続くコロナショック・・・・・・・・・「悪化した」84.7％ 

☆２０２１年 出口見えないコロナ終息・・・・・・・・・・「悪化する」56.9％ 
☆ウィズ・コロナ時代への挑戦・・・・・・・・・・・・「販路開拓」55.7％ 
☆進むデジタル化・・・・・・・・・・・・・・・・・・「取り組む」4 割超 
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特別調査 

「２０２１年業況予測と取り組む経営課題」について 

●２０２０年 いつまで続くコロナショック・・・・・・「悪化した」84.7％ 

 2020年の日本の景気は、「良くなった」が 2.7％（前回比△5.8 ポイント）、「悪

化した」が 84.7％（前回比＋55.9 ポイント）となり、景気は大きく後退しました。 

 新型コロナウイルス感染症による悪影響は全業種に及んでいますが、特に飲食業は

91.7％が悪化したと回答し、深刻な影響を受けています。 

●２０２１年 出口見えないコロナ終息・・・・・・・・「悪化する」56.9％ 

 2021年の日本の景気予想は、「良くなる」が 16.0％（前回比△14.1 ポイント）、

「悪化する」が 56.9％（前回比＋27.1 ポイント）となり、景気が悪化すると予想する

企業が急増しました。特に「大幅に悪くなる」が 24.0％（前回比＋20.3ポイント）と

急増している点で深刻さが伺えます。製造業や不動産業では、それぞれ 19.6％、19.2％

が景気は「良くなる」と回答し、中国からの輸入が回復して受注増加を見込む企業や、

消費マインド回復による物件売買の増加に期待していると思われます。 

●ウィズ・コロナ時代への挑戦 ・・・・・・・・・・・「販路開拓」55.7％ 

2021 年に優先的に取り組む経営課題は、「販路開拓」が 55.7％となり、新型コロナ

ウイルス感染症による影響が長期化するなか売上の回復が最優先課題となりました。  

小売業や飲食業では、「販売方法の変更」がそれぞれ 40.3％、33.3％となり、ネッ

ト販売やデリバリーなどへの対応が加速すると思われます。運輸業や建設業では、「人

手不足」がそれぞれ 58.1％、41.7％と大きな経営課題となっています。また、「主力

商品の変更」は、小売業や飲食業、卸売業で 22.4％、22.2％、20.7％となり、大きな

変革の伴うものを経営課題に据える企業も意外と多く、「ウィズ・コロナ」時代へ適

応するために挑戦しようとしています。 

●進むデジタル化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・「取り組む」４割超 

デジタル化の推進については、約 4割がデジタル化に取り組んでいます。 

特に運輸業では「ペーパレス化」や「業務プロセスの見直し」「オンラインシステ

ムの活用」など業務の効率化に関するものが多く、他業種より高くなっています。 

   

 

 

調査時点：2020年 12月上旬 

回答企業数：743社（回答率 42.8％） 

調査方法：調査票郵送による調査（新型コロナウイルス感染症対策のため返信用封筒で回収） 

 

 本調査に関するお問い合わせは下記までお願いします 

株式会社だいしん総合研究所（担当：平山） 

TEL:(06)6775-6590 FAX：(06)6772-1630 

E-mail：souken@osaka-shinkin.co.jp  URL https://www.osaka-shinkin.co.jp                   ”    
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